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1.は じめ に

現代社会 は産業構造の著 しい変化 と、価値観 の変容、過剰な教育偏重、弱体化する家族

基盤な どの激 しい社会的文化的変動の時期 にある。 このような背景の もとで青年の生活 ・

行動 ・意識 はどのように変わ りつつあるのだろうか。

総務庁では昭和60年 に19歳 か ら28歳 までの全国の男女 を対象 とした 「現代青年の生活 と
エ　

価値観」に関する調査 を行 っている。NHKで は同 じく昭和60年 に 「日本の若者の意識 と
　ラ

行動」を把握するために13歳 か ら29歳 までの男女の全国的調査 を行っている。 また、中学
ヨラ

生については、池田 らが精神衛生 の立場か らの調査を試みている。 これ らは、いずれ も現

代青年の一端 を浮 き彫 りにした調査 として注目され る。 ところで、青年期の中核段階 とも

いえる高校生 という年代 は、精神病理学的 にもさまざまな問題 を内包 している時期であり、

もっとも青年期 らしい特徴が くっ きりと出て くる時期 といえるが、 こうした高校生 を対象

とする調査 はきわめて少ない。現在では、高等教育の普及により、昭和49年 にはすでに高
の

校進学率は90%を 越 え、高等学校 は実質上義務教育化 した感がある。それ とともに、登校

拒否や家庭内暴力 といった精神医学的な問題 を有する高校生が近年著 しく増加傾 向にある
らラ

ことが明 らかになっている。

そこでわれわれは、精神保健の立場 から現代青年の理解を深 めるために高校生に注目し、
　　

その生活行動意識 の実態を把握する ことを目的 として調査を行 った。今回 は、前報 に引 き

続 き、高校生の心身症状について検討を加 えた。

II.対 象 と方 法

対 象 と したの は大 阪府 下 の2っ の公 立高校(A校 とB校)の2年 生 で 、総数1051名 で あ

る。 その内訳 は、A校563名(男 子292名 、女 子271名)、B校488名(男 子228名 、女子260名)

で ある。A校 は、大阪北 部 の古 い伝統 を有 す る進 学校 で あ り、高校受 験 の レベ ルで は該 当

※大阪大学医学部精神医学教室
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する学区内で最 も評価 を受けている。 これに対 してB校 は、大阪市内の新設校で、大学へ

の進学率 も低 く、いわゆるおちこぼれ校 と考えられている高校である。

現代高校生の生活 ・行動 ・意識、および精神健康の実態 を明 らか にす るため、①対人関

係、②学校生活、③ 自己理想、④身体 と性、⑤心身症状 の5つ の視点か ら構成 された、60

問100項 目からなる調査用紙 を作成 した。学校側 の協力 を得て、授業時間を利用 し、クラス

毎に調査用紙 を配布 して、集団で無記名 にて記入解答 を求 めた。

調査時期 は1988年5月 である。今回は、その中で、UPIか ら抜粋 した心身症状40項 目

について検討 を行 った。

III.結 果

1.単 純 集 計

心 身症状 に関 す る40項 目 につい ての回答 結果 を、合 計 、男女別 、学 校別 の順 に表1～ 表

4に 示 した。この うち問1～ 問4、 問13～ 問15、 問33、 問34の9項 目は身体 症状 、問6～ 問

12、 問17～ 問25、 問27～ 問32、 問35～ 問40の28項 目 は精神症 状 と考 え られ る。 な お、問5、

問16、 問26は ライ スケール で あ る。

(1)身体症状

身体 症状9項 目の 出現頻 度 を図1に 示 した。 もっ と も高 い値 を示 した もの は、 問33「 体

がだ るい」 の52.8%で あ っ た。 そ の他 、 問2「 は き気、胸 や け、腹 痛 があ る」43.8%、 問

14「 頸 す じや肩 が こる」43.1%、 問34「 め まいや立 ち くらみがす る」38.1%、 問1「 食欲

がな い」37.4%な どが高 い頻 度 を示 した。 つ ぎに身体 症状 を消化器 系症状 と循環器 系症状

に分 け る と、「はき気 、胸 や け、 腹痛 が あ る」 「食欲 が ない」 お よび問3「 わ け もな く便 秘

や下 痢 を しやす い」19.0%の よ うな消化 器 系症状 の方が、 問4「 動 悸 や脈 が気 にな る」11.4

%、 問15「 胸 が痛 んだ り、 しめつ け られ る」18.4%と い った循 環器 系症状 よ りも出現頻 度

が高 い傾 向 にあ った。

(2)精神症 状

精 神症 状28項 目の出現頻 度 を図2に 示 した。 出現頻 度 が50%を 越 える もの は、28項 目の

うちで、問8「 や る気 が で出 こな い」65.8%、 問10「 考 えが まと まらな い」55.8%、 問11「 気

分 に波 が あ りす ぎる」55.2%、 問18「 い らい らしや すい」52.4%、 問21「 根気 が続 か ない」

61.4%、 問22「決断力 が な い」57.1%の6項 目に及 ん でい る こ とが分か った。 また、問19「死

にた くな る」13.7%、 問38「 自分 のへ ん なにお いが気 にな る」6.3%と い った、精神症 状 の

中で もよ り病 理 的色彩 の強 い と思 われ る項 目で も1割 前 後 の出現頻 度 を示 した。
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(3)男女 間の比較

項 目別 の男女 間 の比 較 を図3に 示 した。 女子 の方 が男子 よ り有意 に出現頻 度 の高 か った

もの は、身体症状 の6項 目 と精神症状 の12項 目で、合計19項 目に及 ん だ。逆 に男子 の方 が

女 子 よ り有意 に高 か った もの は、問17「 気が小 さす ぎる」 と問36「 くり返 した しか めない

と苦 しい」 の2項 目のみ であ った。

身体症状 で は9項 目の うち6項 目で女子 の方 が男子 よ り出現 頻度 が高 く、男女差 が著 し

か った。特 に問13「 頭 痛が す る」(女 子33.7%、 男子25.6%)と 問14「 頸 す じや肩 が こる」

(女子51.0%、 男子35.0%)で は著 明 な男 女差 がみ られ た。

精 神症状 におい て も、28項 目中12項 目で女子 の方が有 意 に高 く、 男子 の方が高 か ったの

は前 述 の問17と 問36の2項 目だ けで あった。

(4)学 校間の比較

項 目別の学校間の比較 を図4に 示 したが、両校間の出現頻度に大 きな差がみ られた。す

なわち、A校 の方がB校 よ り有意に出現頻度が高かったのは全40項 目中29項 目(身 体症状

が6項 目、精神症状が20項 目)に 及び、 これに対 して、B校 の方がA校 よ り高かったのは

わずか問12「 不眠がちである」の1項 目だけであった。

2.多 変 量解 析

精神症状28項 目について、多変量解析による検討 を行 った。

(1)数量 化III類

数量 化III類 に よる解析 結果 の うち、5軸 まで の固有値 、寄与 率、累積 寄与率 を表5に 示

した。各軸 の寄 与率 はそれぞれ7.5%、6.8%、5.9%、5.3%、5.0%で あ った。 また、各項

目の カテ ゴ リー スコア をプロ ッ トした2次 元 グラ フを図5～ 図9に 示 した。 た だ し、各項

目の1軸 ～5軸 に対す るカテゴ リース コア表 は省略 してい る。各 軸 の寄 与率 が低 いので、

詳細 な解釈 は困難 で あ るが、1軸 は対 人的 ひ きこも り ・孤 独傾 向 を表 し、2軸 は不眠 ・焦

燥傾 向 を表 す と考 え られ る。

(2)ク ラス ター分析

クラス ター分析 によ る精 神症状28項 目の分 析結果 を図10に 示 した。 もっ とも近接 す るの

は、問29「 もの ご とに自信 が もて ない」 と問27「 な ん とな く不安 で あ る」 であ り、 つ いで

問22「 決 断力が な い」 と問23「 人 に頼 りす ぎる」で あった。 また、 「悲観 的 にな る」 と 「な

ん とな く不安 で あ る」が近接 す る一 方、 「くり返 し確 かめ ない と苦 しい」と 「つ ま らない考

えが とれ ない」 とい った精 神病 理学的 に近接 が予想 され る ものが互 いに離れ る結果 が示 さ
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れ た。 つ ぎに、身体 症状9項 目の ク ラスター分析 によ る結 果 を図11に 示 した。問4「 動悸

や脈 が気 にな る」 と問15「 胸 が痛 んだ り、 しめつ け られ る」 の循 環器 系症 状 は一 つの クラ

スター を形成 す るが、他 の7項 目は特 に器 官別 の クラス ター は形 成 され なかっ た。

3.登 校 拒否 に関 す る項 目 との相 関

現代 の学校精神保健において、 もっとも重要な課題 の一つ は登校拒否 の問題であろう。

そこで本調査 においても、問51「 あなたは登校拒否 をしたい と思 ったことがあ りますか」

と、問52「 では実際に登校拒否 をした ことがありますか」 の2つ の質問により登校拒否の

実態の分析 を行った。ついで、 この間51と 問52に 対する精神症状28項 目のクロス集計 を行

い、κ2検定 をお こなったが、その結果 を表6に 示 した。この結果、登校拒否願望を持つ も

の は精神症状28項 目中26項 目に有意な相関がみ られた。 しか し、実際にこれ まで登校拒否

をした ことがあると答 えたものでは 「人に会 いた くない」「他人 に悪 くとられやすい」「つ

きあいが嫌いである」 といった対人関係に関する項 目と、「死にたくなる」「自分のへんな

においが気になる」 といったきわめて病理的色彩の強い項 目との相関が強いことが分かっ

た。

IV.考 察

今回の調査結果では、精神症状28項 目のうち、「やる気が出てこない」「考 えが まとまら

ない」「気分 に波がありすぎる」「いらい らしやすい」「根気が続かない」「決断力がない」

の6項 目では、半数 を越 えるものが 「あ り」 と答 えている。 これ らの項 目は比較的病理的

色彩の うすい ものであるが、現代高校生の多 くがいわば準神経症的 ともいえるような精神

的不健康の状態にあることが示唆された。 また、「死 にた くなる」「自分 のへんなにおいが

気になる」 といったきわめて病理的色彩の強 い項 目にも約1割 前後の出現頻度がみ られた

が、 こうしたsubclinicalgroupに 対する対応 は、今後の高校生の精神保健 を考 える上で緊

急 を要す る検討課題 であると思われ る。身体症状では、「体がだるい」としたものは半数を

越え、「はき気、胸やけ、腹痛がある」「頸す じや肩が こる」「めまいや立 ち くらみがする」

といった症状 にも高い数値が示 された。いうまでもな く心 と体の関係 はきわめて密接であ

る。一般に、なんらかのス トレスによって不適応が起 こると、児童期においては、精神的

な活動がその まま身体の反応 として表現されて、身体 の部分 としての障害 としてあらわれ

るか、または行動上 の異常 として表現 されるのに対 して、成人の場合 は神経症や心因反応

といった特有の精神反応が生 じることが多 くなる。今回の調査対象である高校生 は、いわ

ば児童期 と成人期の問に位置する年代であ り、 こうした過度期 としての問題が今回の結果

にも反映されていると考 えられる。 また、身体症状9項 目の うち6項 目で女子の方が男子
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より有意 に高い値 を示 し、とくに 「頭痛がする」「頸す じや肩が こる」の項 目では著明な男

女差がみられたが、 これはこの時期の女子の生理学的変化の大 きいことを示 しているもの

と思われる。精神症状 において も、28項 目のうち12項 目で女子 の方が高率であ り、男子の

方が有意 に高い値 を示 したのはわずか2項 目だけであったことは、精神的問題 において も

女子の方が男子 より多 く認められることを示唆 しているといえよう。 こうした結果 は、松
フラ 　　 　ラ ユの

本 ら、坪井 ら らの結果 で も同様 で あ り、池 田 らの報 告す る ように、中学生 にお いて も同 じ

傾 向が み られ るこ とは興 味深 い。

一 方
、学校 間 で も著 明 な差 がみ られ た。 ライス ケー ル を除 く37項 目の うち26項 目でA校

の方がB校 よ り有 意 に高 い値 を示 し、逆 にB校 の方がA校 よ り高か った の はわずか1項 目

だ けで あ った。A校 は府 下有 数 の進学 校 であ り、本 調査 で も83%も のが第1希 望 として入

学 して きてお り、学 校生 活 に も50%の ものが満足 して い る と答 えて い る。一 方、B校 は非

進学校 で、 こ こを第1希 望 とした もの は28%で 、現 在 の学校 生活 に満足 してい る と答 えた

もの は19%に 過 ぎない。 この ような学 校生活 に対 す る背景 の差 が あ りなが ら、A校 の ほ う

がB校 よ り多 くの心 身症状 を認 める とい うこ とは、や は り大学受験 とい う重圧 の影響 と考

え られ、 その困難 な状 況 が推察 され る。

クラス ター分析 で は、「もの ご とに 自信 が持 て ない」 と 「何事 に もため らいが ちであ る」

が もっ とも近 接 してお り、次 いで 「決 断力 がな い」 と 「人 に頼 りす ぎる」が近接 クラス タ

ー を形 成 したが、 これ らは当然 予測 され る結 果 とい えよ う。 一一方 、「悲観 的 にな る」と 「な

ん とな く不安 で あ る」 が近 接 クラスター を形 成 したが、高校 生 で は抑 うつ気分 と不安 を別

個 の もの として体験 してい るので あ ろうか。 成人 の精 神障 害 におい て は、米 国で は気分 障
ユ ユラ ユ　ラ

害 と不安障害 を別のカテゴリーに分類 している。一方、Kendlerら は、オース トラ リアの18

歳以上 の健常成人 における不安症状 と抑 うつ症状が遺伝的には非特異的な影響下 にあって、

環境が特異的な影響 を及ぼす ことを示す中で、不安 と抑 うつが因子分析では異なる症状 ク

ラスターを形成す ることを示 している。今回のわれわれの得 た結果では、「悲観的になる」

と 「なんとな く不安である」が近接 クラスターを形成 し、必ず しも不安 と抑 うつ気分が弁

別されて体験 されているとはいえないことがわかった。 この理由として、高校生年代では

まだ不安 と抑 うつ気分の区別が充分ではないこと、 日本の文化的 ・環境的特性 はこれ らを

分化 させ る方向にはないこと、あるいは、抑 うつ はた とえば身体症状 や社会的引 きこもり

行動 ・い らい ら感 といった他の症状 として体験 され る可能性 などが考えられる。

登校拒否 は、近年 ます ます高学年化 し、現代高校生の精神保健において も非常 に重要な

問題 となっている。今 回の調査でも、「登校拒否をしたいと思 ったことがある」と答 えたも

のは35.6%に 及び、 また 「実際に登校拒否をした ことがある」 と答 えたものは8%で ある

ことがわかった。 こうした登校拒否 に関する項 目と精神症状の相関関係を調べた結果では、

登校拒否願望群で は26項 目において有意な相関が見 られ、あらためて全般的に精神的不健
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康 な状態にあることが認められた。 これ に対 して、実際 に登校拒否 の経験 のある登校拒否

行動化群 では、「人に会いた くない」「他人 に悪 くとられやすい」「つ きあいがへたである」

といった対人関係 に関する項 目と、「死 にた くなる」「自分のへんなにおいが気 になる」 と

いったきわめて病理的色彩の強い項 目との相関が強 いことが分か り、その根の深 さが示唆

される とともに、登校拒否願望群 と行動化群 の違いが浮 き彫 りにされた。今後 はこのよう

な尺度 を手がか りに、登校拒否の問題 に接近することがで きる可能性 が示され、学校精神

保健 を進 める上で早期発見 ・早期治療 に利用 され得 るようなものに検討改善 してい くこと

が今後の課題であると思われた。

V.お わ りに

大阪府下の対照的な特徴 を有する二つの公立高校の2年 生1051名 を対象 として心身症状

に関す るアンケー ト調査を行 い、以下 の結果を得た。

①身体症状 では、「体 がだるい」 としたものが52.3%で もっとも高率であった。 また、「は

き気、胸 やけ、腹痛がある」「食欲がない」といった消化器系症状 は40%前 後で 「胸が痛

んだりしめつけられ る」「動 「季や脈が気になる」といった循環器系症状 は10～20%で あっ

た。

②精神症状 では、「やる気が出て こない」「考 えがまとまらない」「気分に波があ りすぎる」

「い らいらしやすい」「根気が続かない」「決断力がない」といった項 目で50～60%の 高い

値 を示 した。 また、「死 にた くなる」「自分のへんなにおいが気 になる」 といったきわめ

て病理的色彩の強い項 目で も10%前 後 の頻度 を示 し、現代高校生の多 くが精神的不健康

な状態 にあることが示唆 された。

③各項 目の出現頻度 を男女間で比較 すると、女子の方が男子 よ り有意 に高い項 目が多 くみ

られ、 これ はこの時期の女子 の生理的変化の影響 も無視 しえないもの と思われた。

④学校間では、有名進学校であるA校 の方が、いわゆる落ち こぼれ校 と考 えられているB

校 より多 くの項目で有意 に高い値 を示 し、大学受験 という重圧の影響が推察 された。

⑤精神症状28項 目について、多変量解析 による検討を行 った結果、数量化III類による解析

で は、1軸 では対人的引 きこもり・孤独傾向を示 し、2軸 で は不眠 ・焦燥傾 向が示 され

た。

⑥ クラスター分析で は 「もの ごとに自信が持てない」 と 「何事 もためらいがちである」が

もっとも近接 していた。 また、「悲観 的になる」と 「なん とな く不安 である」が近接 クラ

スターを形成 してお り、高校生年代 では不安 と抑 うつが区別 して体験 されていない可能

性が示唆 された。

⑦「登校拒否 をしたいと思ったことがある」とするものは、精神症状 のほ とんど全ての項 目
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lll年期 の心 身痂 状

で有意な相関 を持ち、精神的不健康な状態にあることがあ らためて示 された。一方、「実

際 に登校拒否 をした ことがある」 とした ものでは、「人 に会いた くない」「他人 に悪 くと

られやすい」「つきあいがへたである」 といった対人関係 に関する項 目と、「死 にた くな

る」「自分のへんなにおいが気になる」といった病理的色彩の強 い項 目との相関が強い こ

とがわか り、登校拒否願望群 と行動化群 との間の違 いが浮 き彫 りにされた。今後 は、 こ

のような尺度を手がか りに登校拒否 の問題 に接近する可能性が示 された。
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1要∫年期 の 心 身症 状

表1.心 身症状①

質 問

1.食 欲がない

2.吐 き気、胸 やけ、腹痛がある

3.わ けもな く便秘や下痢 をしやすい

4.動 悸や脈が気 になる

5.い つ も体の調子がよい

6.将 来の ことを心配 しす ぎる

7.人 に 会 い た くな い

8.や る 気 が 出 て こな い

9.悲 観的になる

10.考 え が ま と ま らな い

回答

あ り

な し

無答

あ り

なし

無答

あ り

な し

無答

あ り

な し

無答

あ り

なし

無答

あ り

な し

無答

あ り

な し

無答

あ り

な し

無答

あり

な し

無答

あ り

なし

無答

合計

390

性 別

653

8

460

585

6

200

843

8

120

923

8

312

728

11

299

743

9

207

837

7

692

351

8

381

663

7

586

456

9

男

204

312

4

207

310

3

85

432

3

63

454

3

144

372

4

139

376

5

81

436

3

332

182

6

162

355

3

281

235

4

女

186

341

4

253

275

3

115

411

5

57

469

5

168

震
U

7

53

160

367

4

126

401

4

360

169

2

219

308

4

305

122

5

学 校

A校

235

523

つ
」

762

293

つ
」

114

445

4

85

475

3

182

375

6

197

362

4

142

418

3

424

135

4

277

283

3

372

188

3

B校

155

328

5

193

292

3

86

398

4

35

398

5

130

353

5

102

381

5

65

419

4

268

216

4

104

380

4

214

268

6
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占年期 の心 身症状

表2.心 身症状②

質 問

11.気 分に波があ りす ぎる

12.不 眠 が ち で あ る

13.頭 痛 が す る

14.頸 す じ や 肩 が こ る

15.胸 が 痛 ん だ り、 しめ つ け ら れ る

回答

あ り

な し

無答

あ り

な し

無答

あ り

な し

無答

あ り

なし

無答

あ り

なし

無答

16.い つ も活 動 的 で あ る

17.気 が 小 さ す ぎ る

あ り

18.い ら い ら し や す い

19.死 に た くな る

20.何 事 も生 き生 きと感 じられない

なし

無答

あ り

なし

無答

あ り

な し

無答

あ り

なし

無答

あ り

なし

無答

合計

580

462

9

338

706

7

312

731

8

453

590

8

193

O

Q
O

【D8

359

性 別

男

268

247

5

158

359

3

133

383

4

182

335

3

81

女

312

215

4

180

347

4

179

348

4

271

255

5

112

学 校

435

4

171

6801345

124

310

730

11

551

493

【イ

144

896

11

173

343

4

238

279

3

38

478

4

288

751

12

130

386

4

A校

362

197

4

159

401

3

182

377

4

258

rO14

4

188

335

8

137

【183

〔イ

313

214

4

106

418

7

158

365

8

302

3

119

441

3

217

143

[b

197

363

3

290

270

3

74

485

4

160

399

4

B校

218

265

Fb

179

305

4

130

354

4

195

288

5

74

409

5

142

933

7

113

3巨7

8

261

223

4

70

411

7

128

352

8
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青年期の心身症状

表3.心 身症状③

質 問

21.根 気が続かない

22.決 断 力 が な い

23.人 に 頼 りす ぎ る

24.赤 面 して こ ま る

25.ど も っ た り、 声 が ふ る え る

26.気 分 が 明 る い

27.な ん とな く不 安 で あ る

28.一 人 で い る と落 ち 着 か な い

29.も の ご と に 自 信 が もて な い

30.何 事 もためらいがちである

回答

あ り

なし

無答

あ り

な し

答無

あ り

な し

無答

あ り

な し

無答

あ り

な し

無答

あ り

なし

無答

あ り

な し

無答

あ り

なし

無答

あ り

な し

無答

あ り

な し

無答

合計

645

397

9

600

437

14

484

552

15

283

758

10

268

770

13

534

499

18

492

548

ユ1

210

830

11

517

524

10

410

631

10

性 別

男

303

213

4

290

224

6

209

303

8

132

381

7

141

372

7

241

271

8

217

298

5

100

514

5

239

275

6

206

309

5

女

342

481

5

310

213

8

275

Q
4

ワ
」

42

151

377

3

127

398

6

293

228

10

275

250

6

110

415

6

278

249

4

204

322

5

学

A校

367

193

3

353

205

5

266

292

5

156

403

4

180

379

4

336

220

7

316

242

5

102

457

4

316

243

4

246

313

4

校

B校

278

204

6

247

232

9

218

260

10

127

355

6

88

391

6

198

972

11

176

306

6

108

373

7

201

281

6

164

318

6
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lllfr期 の 心 身 症211＼

表4.心 身症状④

質 問

ト ー

1.他 人 に悪 く と られ や す い

一 

F

2.つ きあ い が 嫌 い で あ る

「　 一 …
133・ 体 がだるい

1旨

1

134.め まいや立 ち くらみがする

ト ー …

35.こ だ わ りや す い

r
瓢
け

・姻
翌

藝
野

マ

ー

屡

画

翌三
r

女

へ
　r

T

【
ル

可

T

ト

ー戸
r
略

._L
墾
垂

譜
識
」

.譜 翻
7比r!l」1

A,

∵竺底 〒 些姻
3乳つまらぬ考えがとれな、、 樗←;1一 箔 釧 塁凱 ÷

∴∴薫〒豪
40.気 持ちが傷 つけられやすい 茎÷ ÷

一135一



占年期の心身症状

表5.数 量 化III類 に よる結果

固有値

寄与率(%)

累 積(%)

1軸

0.1186

7.5

7.5

2軸

0.1086

6.8

14.3

3軸

0.0937

5.9

20.2

4軸

0.0834

5.3

25.4

5軸

0.0802

5.0

30.5
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青年期の心身症状

表6.登 校拒 否 に関す る項 目 との相関

質 問

6.将 来の ことを心配 しすぎる

7.人 に会 いた くな い

8.や る気が 出て こない

9.悲 観 的 にな る

10.考 えが まとま らない

11.気 分 に波 が あ りす ぎる

12.不 眠 が ちで あ る

17.気 が 小 さす ぎる

18.い ら い ら し や す い

19.死 に た く な る

20.何 事 に も生 き生 き と感 じ られな い

21.根 気 が続 か ない

22.決 断力 が ない

23.人 に頼 りす ぎる

24.赤 面 して こまる

25.ど もった り、声 がふ る える

27.な ん とな く不 安 で ある

28.一 人 で い る と落 ち着 か ない

29.も の ご とに 自信 が もて ない

30.何 事 もため らいが ちで ある

31.他 人 に悪 くとられや す い

32.つ きあ いが 嫌 いで あ る

35.こ だわ りす ぎ る

36.く り返 した しか めない と苦 しい

37.つ まらぬ考 えが とれ な い

38.自 分 のへん な においが気 にな る

39.他 人 の視線が気になる

40.気 持 ちが傷 つ け られす い

問51

***

***

***

***

***

***

*

***

***

***

***

*

*

*

*

***

***

***

***

***

***

***

***

***

***

***

問52

***

*

***

*

***

***

**

(注)***P<0.005 **P〈0.01 *P〈0.05

(問51)「 あな た は登校拒 否 を したい と思 った ことが あ りますか?」

(問52)「 実際 に登校 拒否 を した こ とが あ ります か?」

一137一



0 10

青年期の心身症状

図1身 体症 状

20304050 60

1

2

3

4

13

14

15

33

34

70

囮%

0 10

図2.精 神 症 状

203040 50 60

6

7

8

9

10

11

12

17

18

19

20

21

22

23

24

25

27

28

29

30

31

32

35

36

37

38

39

40

70

囮%

一138一



青年期の心身症状

図3.男 女 間の 比 較
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図4.学 校間の比較
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図5.精 神症状の2次 元分布①
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図6.精 神症状の2次 元分布②
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図7.精 神症状の2次 元分布③
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図9.精 神症状の2次 元分布⑤
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青年期の心身症状

図10.精 神症状のクラスター分類
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図11.身 体症状 のクラスター分類
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